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小麦耕地の変移 （単位1000エーカ＿）
ニュウサウスウエーールズ
海　岸
台　地
内　陸
計
ビ　ク　ト　リ　ア
186・年1189・年，i．
　　｝
了31
　　1
44i
12
129
2
95
236
333
海　岸
内　陸
計
1860年11890年
107
54
161
　20
1，125
1，145
南オーストラリア
i1860年
陣部
その他
計
262
12
274
1890年
507
1，167
1，674
E．Dunsdorfs＝ibid．　P．115．　P．116．
1880年以降のマレーMaUee地方の開拓は，まさに「オーストラリア人の英知を示した
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誇り高きものであり」，従来牧場としても放棄されていた長原地帯Scrub・landであっ
　　　　　　　　（97）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（98）
たのが，』Stamp－Jump－Plough，　Stripper，　Roller（後，これらの結合したものが発明
　　（99）
された）等の農機械の利用によって，肥沃な耕地が開かれたものである。しかしこの地域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100）
の重要性は，20世紀に入ってから謡われるが，それでも，ここの開発によって，ビクトリ
アは，南オーストラリアとともに，オーストラリア最大の小麦耕地をもつに至った。タス
マニアの衰退はいよいよ明らかとなる。
ニユウ。サウス・ウエールズ州における小麦耕地の拡大
（エーカー）
LOOα000
100ρ00
1α000
1．000
100
　1830年　　　1860
　　　　　A－A一海岸
　　　　　B－B一台地
C
o
　1900　　　　　8930年
C－C一西斜面
D－D一西部低地
　農業の機械化と，小麦耕地の内陸移動とは・小麦農業の根本的な構造改革を伴った。第
一一 ﾉは，経営規模の拡大であり，消費地周辺の小農場は，果樹，そさい栽培に専門化した。
第二には，休閑を伴って，混合農業的経営が申心になり・農産物の小麦の単一化が行われ
てきた。
　前代末期において，借地農民の増加によって，小麦は，小農民から，次第に中農作物に
変ってきたが，それとともに，都市や鉱山の発達につれて，小農民は次第に小麦作を放棄
して，園芸農や果樹栽培に転換していた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（101）
　農業の機械化が，大農民の小麦生産を可能にするとどもに，小農に対しては禁止的な役
割を果した。この小麦経営規模の拡大が，小麦耕地の内陸進出という地理的表現を示した。
　　　（102）
内陸に進出した小麦耕地はすべて大農経営であり，小麦の単一生産を行ったのである。
　アメリカの西部で行われたTown・ship制をとり入れた土地法が，この経営規模の拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（103）
と，耕地の内陸進出の法律的骨組を用意したのであるが，牧羊業者の特に有力なニュウ・
o
226
ビクトリアの農場規模の拡大
規　　模
（尺一噂カー）
　1－50
　5－100
100－200
200－500
500以上
485了／58 1891
黒一1％［』鴎一1％
36．7
40．3
59．8
61．4
39．4
　　　
15．4
　　【
17．α
25・21
　　1
71．gI
25・8
16・g堰@1・て90・4
85．1
207．1
899．7
2．9
3．5
8．4
36．6
48．5
計 237・611・…2・4542110・
（E．Dunsdorfs：　ibid，　P．118）
農揚の規模と地域との関係（ビクトリア）
　　　　　　　　　単位　1000エーカー
内　陸
海　岸
1867／8
膿押鯛計
89
90
計 179
130　219
322P412
452 631
1879／80
小麟一場1計
69
89
朽8
1，082
　448
1，530
1，151
　537
1，688
（大農場100エーカー以上ノJ、農場100エーカー以一ド）（驚、2111讐）
サウス・ウエールズでは必ずしも成功せず，小麦耕地は，大牧場の河川にそう一特にム
ーレーMurray河，ラチュランLachlan河，ムランビジーMurrumbidgee河沿岸一
地域（西斜面，Darling河の支流）に，借地農民：Leaseholderとして，牧場内部に侵透
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（104）
して行く形を取った。
　　　　　　　　　（105）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耕地の急速な大型化と，内陸進
エーカー当り生産量　（ブッシェル）
1834年
ノ36
’38
’40
／42
／44
／46
／48
／50
’56
ブツ
　14．9
　11．4
14．5
10．2
15。3
18，1
21．4
1861年
，63
’65
／67
，70
，75
／80
／85
，90
’95’
ブツシエルロ
　14．3
　12．2
　11。8
　9．2
　10。8
　13。2
　7．7
　6．0
　8．4
　4．9
1900年
ノ05
’10
’15
’20
／25
／30
’35
’40
’45
ブッシェル
　8．5
　11．2
　12．9
　14．3
　16．1
　11．2
　11．8
　12。1
　6．5
　12．5
E．Dunsdorfs：ibid．の附録（巻末543頁）
た。マレーMallee地方で，「地力を消耗せずに　（すなわち休閑を行って）
水準を維持する・ためには640～1，000エーカーの耕地が必要である」
ている。注意をひくことは，オーストラリアにおいて，小麦産業すなわち農業の発展は，牧
羊をかねることによって，その緒についたという事実である。この傾向は，現在一層強ま
っていることは既に指摘した。
　　　　　　　　　　　　（109）
出とは，当然，単位面積当り生産
量の低下を伴った。　Dunsdorfs
は，1855～1896年の40年間を，生
産量低下の時期　The　priod　of
declining　yield　として特色づ
けているように，オーストラリア
　　　　　（106）
小麦発展史上，最：低の生産量を示
す時期である。地力を回復して，
生産量の上昇のために取られた唯
一の方法は休閑と牧羊の兼営であ
った。
　肥料では地力の回復は困難であ
るとして，殆んど使用されなかっ
　　（107）
　　　　　　　　　　，よき生活
　　　　　（1891年）と主張され
　　　　　　　（／08）
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　以前に一時的に，生産が植民地内の消費を超えた時期もあったが，オーストラリアは，
上述してきた小麦農業の発展に照応して，自由貿易の黄金期であった1870年前に小麦の輸
出地域となる。主として南オーストラリアの輸出に負うものであるが，後次第にビクトリ
ア，ニユウ・サウス・ウエールズおよび西オーストラリアに波及する。後の2者が輸出地
域化するのは，20世紀に入ってからで，それとともにオーストラリアは世界的な小麦輸出
国となる。一方タスマニアは全く移入地域化していく。
　1860年に，南オーストラリア小麦の輸移出量は，全生産量の3％であったのが，1872年
には52％に達し，それまで主に他のビクトリア，ニユウ・サウス・ウエールズを移出相手
　　　　　　（110）
としていたのが，1873年にはイギリスに変った。
　穀物条令の廃止後，・オーストラリア産の小麦が，ロンドン市場に入るのには，約30年を
経過しなければならなかった。タスマニア海峡から，南アメリカ南端を通過する大圏航路
の発見と，クリッパー船の発達が，これに大きく貢献した。1869年には，スエズ運河が開
　　　（111）　　　　　　　　　　　　　　　　　（112）
通するが，通過料が高価で，主としてクリッパー船を利用していた小麦輸送に取って，20
世紀までそれほど大きい意味をもたなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（113）
小　　麦　　輸　　出　　高
輸　　出　　国
ア　　メ　　リ　　カ
カ　　ナ　　ダ
アルぜンチソ
オーストラリア
ソ　連．東　欧
イ　　ン　　　ド
そ　　の　　他
1885～89
重　量
（百石ブッシェル）
比　率
　　％
1895～99
115。9
　3．0
　5，7
重　量
（璽∫ツ）
2．g1
174．5
32．5
4．5
34．2
0．9
1．7
0．9
51．5
9．6
1．3
185．3
15。6
36．3
　3．3
185．8
15．8
　8．2
比　率
　　％
41．0
3．5
8。1
0．7
41．4
3．5
1．8
1909～13
重　量
（藝∫ツ）
109。1
94．8
比　率
　　％
841
211：；｝
ll：；
16．1
14。0
12．4
8．1
40．4
7．3
1．6
1923～27
重　量
（璽∫ヅ）
比　率
　　％
172．0’
293．2
141．7
90．5
57．2
17．4
12．6
21．9
37．4
18．1
11．5
7．2
2．2
1．6
世界計i338・91・…糾8・611・…i677・7hOO・・レ84・411・…
細野重雄：小麦経済（昭和34年）36頁より
結 語
　イギリスにおける産業革命と農業革命との進展と自由貿易政策が，世界の小麦大輸出地
域を形成せしめた。南北戦争後，アメリカは巨大な小麦輸出国となった。20世紀に入って
オーストラリア，カナダ，アルゼンチンー今日のいわゆる四大輸出国一が大輸出国と
して登場してくる。
　オーストラリアは，植民以来70年間，古い農法によって，主として小農経営による自給
228
農業時代がつゴいた。空間的には，褥耕的風土の東海岸地域をはなれることが出来なかっ
た。
　19世紀の後半に入っても農業は依然として牧羊業におされて停滞をつゴけてきたが，し
かし，農業は革命的な構造改革を行って，20世紀におけるその発展の基盤を形成した。
　借地農民の増加によって，序々に農業の経営規模は拡大して来たのが，農業の機械化に
よって，急速に大型化した。機械化と，小麦品種の改良が，耕地の乾燥内陸への進出を可
能にした。この地理的事象が，農場大型化の空間的基盤であった。内陸に進出した農業は
もちろん従来の零細経営による自給的農業ではなく，全く小麦の単一栽培を行う粗放的な
大農経営であった。海岸地：域の小農場は園芸農，果樹栽培を行って，自給的な穀物生産を
放棄し専門化してきた。肥料を使用しなかった内陸の大農場は，休閑と混合農業　（牧羊と
小麦栽培をかねる）を行う2圃式或は穀草式経営であった。これとともに，自給時代とは異
って，小麦の単位面積当り生産量の急激な低下を伴った。
　か～る農業の構造改革は，ヨーロッパことにイギリスの穀物市場の拡大によるものであ
って，自由貿易の黄金期である1870年代に，既にロンドン市場に，オーストラリア産小麦
が現われるが，真の発展は20世紀を侯たねばならなかった。
　か＼る，19世紀後半に行われた，農業の技術的，経済的，社会的および地理的な構造改
革は，19世紀前半の海岸時代の旧い農業パターンに対して，まさに農業革命とよばれるベ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘコ　　ヘ　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　リも　　　ヘ　　　へ
きものと，わたしは考えるものである。そして，この革命は，集約的経営を基本的内容と
ヘ　　　ヘ　　　へ
する旧世界の農業革命とは，全く異る新大陸方式というべきものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　ヘ　　　　へし　　　ヘ　　　へ　　　　のも
　農業が本質的に地理的行為であるとするならば，この新大陸方式の自然的基盤をなした
ものは，その人口数に比して，極度にアンバランスに広大な乾燥叢原であった。イギリス
の農業革命の基本的な地理的表現を，農業の地域的分化であるとするならば，オーストラ
リアの場合，それは，耕地の叢原への進出に外ならないであろう。
　Grasがアメリカの農業革命と，イギリスのそれとを比較して後者のカブに依存する代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（114）
’りに，前者はとうもろこしに依存する点に相違点を見出し，ヨーロッパ的な集約的輪栽方
　　　　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、
式が，アメリカに採用されるのをもって，アメリカの農業革命とみている。
　すなわちGrasの場合は，新しいイギリス農業のアメリカへの移植一それが，アメリカ
の農業革命であるとみている。この点，オーストラウアに関する限り，わたしは承服出来
ない。
註）（1）
（2）
13）
甘藷栽培が、プランテーション作物の中心であった。「甘藷は、純然たる単一耕作や大規模な
プランテーションを、またときには不在地主制度をも促進する作物である」。そして甘藷経営
は、全面的な奴隷制度の下で、はじめて利潤をあげうる」J．Castro：GeograPhy　of　Hungry
（1952）、日本訳、国際食糧農業協会：飢えの地理学（1955）147頁。
工Castro（前出）日本訳146頁。
P，Gφorge：G60εraphie　Agricole　dロMonde　1952、（日本訳本岡、山本共訳：世農業の農
新大陸における農業革命 229
　　業地理105～406頁）によると、第2次大戦後、熱帯における民族独立運動の発展にともな
　　い、熱帯地方への投資が不安定になった。そのため、プランテーション方式は廃棄される方向
　　にすすんでいる。同時に、アジアにあるプランテーションがアフリカ大陸に退却するのがみら
　　れる。
（4）オーストラリアに、イギリス人が移住した当初、その原住民は約100万人と推定されるが、今
　　日殆んど絶滅し、数万人が、熱帯地方に余喘を保っているにすぎない。またタスマニア原住民
　　は19世紀の中葉に、全く絶滅した。
（5）P．（ミ60rge：前出（日本訳、本岡、山本共訳：世界の農業地理一1956年94頁）によると・「新世界
　　においては、農民は、アメリカ植民の初期に、移民が孤立経済のなかで、生活していたころの
　　遺物として例外的にみられるにすぎない」としているが、オーストラリアでも、植民以来約70
　　年間自給時代がつづく。そして，　「アメリカの農業は、ヨーPツパ初期の農業」（N．S．　B．　Gr
　　as：AH：istory　of　Agriculture　in　Europe　and　America－1940，日本町，三橋，本岡共
　　訳：グラースアメリカ農業史一昭和28年51頁）であった。オーストラリアでも，自給時代の
　　農業は，極めて原始的なものであった。つまり，この時期は，新大陸というよりは，古いヨー
　　ρツパそのものの移植であった。
（6）工業人口が，全有職入口の50％を超えている現在でも，工業製品の輸出は，金額にして，全輸
　　出額の10％以下である。オーストラリアの経済の均衡的発展の，究極の目的は工業の自給化に
　　あると考えられていることは，さきにもふれたところである。
（7）Yearbook　of　the　Commonwealth　of　Australia　No．44－1958，　P．204を参照
（8）飯沼二郎：農業革命論一近代社会の基盤一（1956）124頁
⑨　このことは，多くゐ経済史家の認めるところであり，例えば，本位田祥男：英国経済史要（昭
　　和15年）188－190頁によると，19世紀に入って，新にオーストラリアから羊毛を輸入しはじめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てから，羊毛工業は著しく活気をおびてきた。もちろ
　　　　　イギリスの羊…毛輸入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん，イギリスは，古くからヨー戸ッパにおける重要な
　　　　　年　　　　　　万ポンド
　　　　1771　　　　　182．9　　　　　羊毛生産国であった。第1次綜劃運動が，その基盤を
　　　　1800　　　　　860．9　　　　　　なした。
　　　　1830　　　　　　3，230．5
　　　　1850　　　　　　　　7，432．6
（1①河地貫一一：オーストラリアの農業的土地利用一19世紀におけるオーストラリアの発展一1961年
　　（東南アジア研究年報第一集）参照　　　　　　　　　　　　’
にDオーストラリアのうちでも，特にニュウ・サウス・ウエールズは全く羊毛一辺倒であった。こ
　　こにおいても，1842年の文献に，ニユウ・サウス・ラエールズの内陸の土壌と気候は，小麦農
　　業に極めて適していることが知られている。　E．Dunsdorfs：The　Australian　Wheat
　　growing　industry　1788－1948（1956）P．96
（12）GTaylorが，その著Ausrtalia（1950）で，このことを認めているが，上のE．　Dunsdorfs
　　の同書P．360によると，西オーストラリアの混合農業と雨量の関係をみて，年雨量14”以下の
　　地域は小麦ベルトで，14”～18”の地域が小麦一羊，18”～20”地域が羊一小麦という型態を取
230
　　っていることを述べている。
㈲　E。Dunsdorfs：ibid。　P．106によると，戴物条令の廃止があっても，　Pンドンが輸送条件か
　　ら，オーストラリア小麦の市場には，なり得なかったと述べている。
（1の河地貫一：前出，研究年報第一集参照。
㈲　飯沼二郎は「農業革命論」で，東アジアのような，高温，多雨で，農…作業上中耕と除草とを必
　　要とする風土を患側的風土とよび，中耕除草を必要としない冷涼，小雨の風土を非褥耕地とし
　　た。オーストラリア東河岸は，まさに野馬的風土である。
個　細謹のプランテーションは，安価な労働力によってのみなり立つものであったが，この地域の
　國強暴プランテーションも，初期にはカナカ人とよばれる島喚民族の労働力に依存していた。
　　しかし，白虹政策の実施以来，高価な白人労働力のみに依存している，世界で唯一一の例外地域
　　である。この点については，拙稿前出の研究年報第一集で述べている。
（17＞第2次大戦後の工業化政策の結果，かえって，小麦耕地は逆に減少し，今日（1958年）では，
　　総耕地の40％に低下している。
（18）W．Jose：：History　of　Australia　4ed，（1914）P。300．
圃　E．Dunsdorfs＝ibid．の第五章の題名
⑳　オーストラリアの人口
　　　　1788年　　　　　859人　　　　　　　1850年　　　　　405，358人
　　　　1800〃　　　　　 5，217　　　　　　　　　　　　1860〃　　　　　　1，145，859
　　　　1830〃　　　　　970，039　　　　　　　　　　　　　　　1890〃　　　　　　　3，151，355
⑳　河地貫一：技術の進歩と地域の展開（修道短大論集5の1－1956．10）
⑳　同：オーストラリアの入口分布とその動態（人文地理2の4－1950．10）
㈱　飯沼二郎＝前出，129～130頁。
四　例えば，従来イギリス全土に栽培されていた小麦は「東南部の最優良地に集中し，　（中略）緬
　　羊の飼育は，集約的な作物栽培ならびに家畜飼育に利用され得ない劣悪な土地」を利用した
　　（P．G60rge：前出，日本訳65～66頁）。また，これより後に起ることであるが，フランスでは，
　　地中海沿岸地方においては，人間および土地に関する伝統的な価恒が犠牲に供せられ，ブドウ
　　栽培が支配的となった」（P．G60rge，前出日本訳18頁）
㈱　細野重雄：小麦三冬：（1959）19～20頁，なお，アルゼンチンの発展は，同氏によると1810年以
　　降とあるが，何かの誤りであろう。アルゼンチンがパンパスに進出するのは1857年で，小麦の
　　輸出は1873年以降である（入江，林：現代の人：文地理学1962，8頁）。
㈱　GJaylor：Aus七ralia（1952）P．134．　Fig．47参照。
（27）E．Dunsdorfs：ibid．　P．49の註に，1788～1825年の間に，ハウクスブリー河において，1795，
　　’99，1806，’08，’11，’16，’17，’19，’20の各年に洪水が起っていると記録されている。
㈱　E．：Dunsorf6。　ibid．　P．66に，「道路の欠如が小麦産業の内陸発展に極めて大きい障害であっ
　　た」，としている。時期は不明であるが，同書46頁に，最初に建設された道路が，小麦の中心地域で
　　あったハウクスブリー河畔のウ・fンドソルから，可航地点のパラマツタParramattaまでの
　　36マ・fルが最初である。1822年には，ブルーBlueMts．を横断して，・ミサーストBathurstまで
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　　276マイルの道路が作られている。’
．（29）道路がよくなっても，イギリス国内と比較して陸上交通費は，イギリスの約2．5倍を要した。
　　（E．Dunsdorfs．　ibid．　P．67）　また，36マイルの陸上交通費は，600マイルのタスマニアーシ
　　ドニー聞の海上交通費と大差なかった。（E．Dunsdorfsjbid．　P。64）
圃植民の初期は，罪人の担夫交通のみに依存していた　（E。Dunsdorfs，　ibid。　P．63）ので，河
　　川交通は，極めて重要で，ハウンスブリー河のパラマツタからシドニーまで，1804年に400ブ
　　ッシエルの小麦，100ブッシェルのとうもろこしが，この河を利用して輸送されている。
　　（E．Dunsdorfs．　ibid．　P．63）主として帆船が利用されたので，所要時間が極めて不定であっ
　　た。例えばタスマニアのホ・ミートH：obertから道路で22マイル，河川で40マイルにある，タ
　　スマニア第一の小麦産地であったピッツウオターPittwaterの間の航行には，風の関係で，
　　数虫聞から，時には1，2週間もかかっている（E。Dunsdorfs．　ibid．　P．63）。
切　E．Dunsdorfs．　ibid．　P．67．に，陸上交通が発糊しても，この傾向は，変らなかったとして
　　いる。
圃　註（28）参照。
（3鋤　E．Dunsdorfs：ibid．　P．12
圃　E．Dunsdorfsの前掲書11頁によると，　root・out・Agricultureと表現している。
　　なお，植民当初の農業は，例えばアメリカにおいても，「初期のマサチユセツツおよびヴァー
　　　　　　　　　　セ　　へ　　も　　へ　　う　　ヘ
　　ジニアの農業は，原始人の農業，たとえばキリスト当時のドイツ人の農業た非常によく似てい
　　た」（N。S．　B．　Gras：前出，日本訳：アメリカ農業史一昭和28年51頁）
働　E．Dunsdorfs＝ibid．　P．16．
（36）E．Dunsdorfs．　lbid　P．41によると，例えば，士官のMacarthherは，3，950エーカーの所
　　有地に，30エーカーを耕作し，2，750頭の羊と150頭の牛を飼育していた。
⑳　E．Dunsdorfs：ibid．　P．66によると，1803～04年1には，シドニーからタスマニアに，小麦が
　　送られていることが記録されているが，それから約10年後には，タスぐニアは，シドニー市場
　　に小麦を送っている。
關　E．Dunsdorfs。：ibid　P．41。
㈲　E．Scott：Ashort　history　of　Australia（1937）山川敏夫訳：オーストラリア史（昭和18年忌
　　229頁。
圃註（28）参照。
㈲　E．Dunsdorfs：ibid．　i第三章の題名。
働　1884～’95；1930～’34と第2次大戦後の3回に互って，小麦耕地の減少がみられるが，30年間
　　にわたる長期のものはない。但し，第2次大戦後の停滞は，その急速な工業化のもとに起った
　　現象であるから，．この現象の持続性に．ついては，今度の動向をまたなければならない。
忽3）E．Shann：An　Economic　History　of　Australia　1948－P．120　　　　　、
㈹　E．Dunsdorfs：ibid．　P．75
＠5｝註（37）参照。特に1818年以降，タスマニアの小麦耕地は急速に増大している。
（4⑤　E．Dunsdorfs：iI）id，　P．78～了9
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㈲　1828年のシドニーに輸入された小麦3，530トン中，少くとも2，103トンはタスマニアから送られ
　　ているが、使用船舶26隻中，20隻は100トン以下で，残り6隻も150トン宋漏であった。これに
　　対して，142アトンが，戸ンドン，バタビア，チリー，希望岬から送られており，使用船舶は，
　　わっか4隻の200トン以上の大型船であった（E．Dunsdorfs：ibid．　P．78）。
（48）H．Melville：The　present　State　of　Australia　（London　1851）P．301．しかし，ここで
　　は，E．　Dunsdorfs：ibid．　P．63に引用されているものを用いた。
㈲　E．Dunsdorfs，　ibid，　P．90．
㈹　4月中旬から，10月の下旬までは，オーストラリア産の帆船では，シドニーから西オース．トラ
　　リアの西南隅に．あるキング・ジ’ヨージ・サウンドKing　Gorg　Sound　まで旅行するのには，
　　北のトレスTorreS海峡を通過しなければならず，約3ケ月間を要した，わっか12月下旬から
　　4月中旬までが，南海岸を通過しうる期間で，しかも1，2月が唯一の安全な時期である。北方
　　航路も決して安全ではなかった。（HR．　A．　XVI　P．55．皿工P．762……H．　R．　A．＝H：istorical
　　Records　of　Australia）
（51）H．R．　A．　XII　778．しかも，シドニーに小麦を供給することは考えもしなかったことである。
（52　E．Dunsdorfsが前掲書P．100に引用した文献　Paper　reative　to　South　Australia
　　（1843）P．166によると，タスマニアで1エーカーの小麦耕地の整備に10ポンド必要である
　　のに対して，南オーストラリアではわっか2ボンドである。
6鋤．South　Australian　Register（1842）の発表（E．　Dunsdorf6，　ibid，P．99～100の引用による）
（5の　Greenwood：Australia－a　social　and　political　history　1955．　P．121．
65｝　E．Shann＝ibid，　P．219
（56）　E．Dunsdorfs　：ibid，　P．84・
（57）H．R．　A．　VI　167
｛58　E．Du狂sdorfs：ibid　P．84
（59＞E。Dunsdorfs．　ibid．　P。45によると，大農は，主として，家畜に依存し，小農は罪人労働力
　　に依存していた。
圃　E．Dunsdorfs：ibid．　P．90
定住植民地
牧場地帯
計
農業労働者
12，441
384
42，828
牧畜労働者
6，426
9，193
15，619
計
18，867
9，580
28，44・7
61）　E．Dunsdorfs：ibid．　P．84
㊨2）E．Dunsdorfs：ibid．　P．88が引用した数字によると，1837年インド人41人がニュウ・サウス
　　・ウェールズに，1838年には，111人の農業移民が，・fンド人と中国人とのタリー1，203人の移
　　住老をうけ入れている。
㈹　河地貫一：前出「東南アジ’ア研究年報第一集（1960）の註参照』
圃　E．Dunsdorfs：ibid．　P．57
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　　㈲　E．Dunsdorfs：ibid．　P．84
　　（66）E．Dunsdorfs：ibid．　P．98によると，1840年に始まる農牧生産物の価格下落も，1844年に
　　　　は羊毛価格は回復したが，農産物価格はゴールドラッシュまで回復しなく，少くとも，羊毛生
　　　　産がはるかに小麦産i業に比して有利であった。
　　（67）　E．Dllnsdorfs　：ibid．　P．58
　　68）　E．Dunsdorfs　＝ibid．　P．90
　　（69）　E．Dunsdorfs　：ibid．　P．97
　　㈲　StriPPerを発明したのは　J．　W．　Bullであったが，生産化したのは　John　Ridleyで，
　　　　Ridley’s　StripPerとよばれるようになった。　（E．　Dunsdorfs．　ibid．　P．102）
　　σ1）South　Australian　Registerの1843年9月2日によると，　StripPerによって刈取1りのコス
　　　　トが約施。に低下したとしている（E．Dunsdorfs，：ibid．　P．102～103の引用による）。
　　σ2）Greenwood：ibid．　P．121
　　α3）　E．Dunsdorfs：ibid．　P．103
　　㈲　Greenwood：ibid．　P．121
　　㈲　E．Dunsdorfs：ibid．　P．103
　　σ6）　E．Dunsdorfs：ibid．　P．150
　　㈲細野重雄：小麦経済（昭和34年）19頁。
　　σ9）E．Dunsdorfs・：ihid．　P．67．に引用したH．　R．　A。　xlV　P．136．
　　（8①E．Dunsdurfs：「ibid．　P．98～99によると，ビクトリアで小麦生産のコストを計算するに当
　　　　って，350エーカーの小麦耕地で，1エーカー当り，平均30ブッシェルとしている。従って，
　　　　エーカー当り30ブッシェルは，比較的平均値に近い屯のであったと推定される。
　　（81｝　E．Dunsdσ士fs：ibid，　P．75
　　（82）E、Dunsdorfs：ibid．　P．76の引用による。
　　圃　qTaylor：Australia（1958）の第12章。
　　（8の1846年のニュウ・サウス・ウエールズ政府の発表によると，借地農場の数は736とあげている
　　　　が，この数字は，地代を年間20ポンド支払って：いる農場のみで（H．R．　A．‘xxv　g2），実数
　　　　ははるかに大きく，R．　Windeyerによると，「Hunter河，　Williams河，　Paterson河の
　　　　耕地の大部分は，借地である」と述べている　（E。Dunsdorfs：ibid．　P．93～94の引用によ
　　　　る）。かかる借地（大部分は牧場，！」敷の王領からの借地）による耕地の拡大によって，混合
　　　　農業経営一三i業と牧羊の兼営一が導入され（E．Dunsdorfs．　ibid．　P．93）てきた。なお，同
　　　　書96頁によると，タスマニアは，ニュウ・サウス・ウェールズよりも，借地農場の成立が早く
　　　　既に1820年には，「借地農場はしばしばみられる現象であった」とされている。
　　（8勃　E．Dunsdorfs：ibid．　P．76
　　圃　W．Farrer：Notes　on　Wheats　in　N．　S。　W．（Agricultural　Ga2ette　of　N．　S．　W．1899）
　　　　一E，Dunsdorfs：ibid．　P．148の引用による。
　　（87）　E．Dllnsdorf昌：ibip．　P．148
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圃
㈱
⑨①
⑨1）
（92
鮒
（9の
⑨5｝
（96）
⑨7）
（98）
（99＞
（100）
（101）
（102）
（103）
（104）
（105）
（106）
（107）
（108）
（109）
層（110）
（111）
E．Dunsdorfs：　ibid．　P．150一｝151　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
E．Shann：ibid．　P．222　ビクトリアの農民，　H．　V．　Mackeyが1884年に発明したもの。
E．Dunsdorfs：ibid．　P．149
E．Dunsdorfs：ibid．　P．151
E．Dunsdorfs：ibid．　P．161の引用による。
E．Dunsdorfs：ibid．　P．162の引用による。
E．Dunsdorfs：ibid．　P．163～164
E．Dunsdorfs：ibid．　P．164
E．Dunsdorfs：ibid．　P．161
E，Dunsdorfs：ibid．　P．154
この地方で1871年に面目頭数42．3万が1883年には12．2方頭に減少している。（E．Dunsdorfs：
ibid．　P．』
P58）その理由は野兎と犬Dingoの害である。
オーストラリアの乾燥した内陸地方をscrub・landとよばれている。最も多く，南オースト
ラリア地方に分布しているが，他の州にもまたがっている。最も早く開発されるのは，南オー
ストラリアであるが，ビクトリア，ニュウ・サウス・ウエールズ，西オーストラリアに開拓が
及んでいく。
Mallee地方は叢林Scrub・1andの低地で，この叢林をクリアするのは極めて高く，1エーカ
ーの整備に2～5ポンドを要した。これが，この地方を開拓する最大の短路であった。新しい
技術が，これを克服した。まつ，ユ小妹リプタスの林を切り低し，それが乾燥してから焼き，
ついで，Stump－Jump－Ploughでならされ，種をまく。　S℃ripPerで刈取り，その後，長
い切株Stumpがやかれる。この方法が取られて，土地の整備が0．5ポンド程度で可能にな
った。長い樹木のない場合には，5シリング前後ですむようになった。これは海岸の今日酪農
業地域化しているGippslandの土地をi整備する費用を，この時代に比較すると，実にろ輌程
度1であった。　（E．Dunsdorfs：ibid．　P．154－164）
君．Dunsdorfs：ibid・P・127
E．Dunsdorfs：ibid．　P．128
河地貫一：（前出）東南アジ’ア研究年報第一集参照。
Coghlan：Wealh　and　Progress　of　N．　S．　W．1889－90（1890）P．273－E。　Dunsdorfs：
．ibid．P．118の引用による。
河地貫一：（前出）第一集参照。
E・Dunsdorls：ibid　P・114第四章の題名。
E．Dunsdorfs：ibid．　P．130に引用されたものによる。
E．Dunsdorfs：ibid．　P．129に引用されたものによる。
河地貫一：前出第一集参照
E6　Dunsdorfs：ibid．　P．168
Mauryによって大圏航路The　Great　Circle　Routeカミ紹介されて，従来ロンドンーシドニ
ー間の120日間所有の日数が70年代には80～90日聞に短縮された。それは，太西洋にでて，赤道
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　　　を30。Wで横断，東南下して，25。～30。Sを横切り，風と海流を利用して50。～80。Sまで南下
　　　する。Bass海峡（オFストラリア大陸とタスマニアとの問の海峡）を通って，　Western　Drift
　　　を利用して50。一’58。Sを通る。　Cape　Hornを北にみて，ブラジル海岸を北上して，赤道あた
　　　りで，さきの南下航路と略平行して北上する。（E．Dunsdorfs：ibid．　P．169の引用による）
（112）硬質木材や鉄製のクリッパー船が，輸送能力を増大している。
　　　もちろんそれは，小麦よりもむしろ羊毛に利するところが大きい。例えば，1893年に，メルボ
　　　ノLンからロンドンへの積荷が，4本マストの鉄のクリッパー船（2，000トン）によって，2，000
　　　俵の小麦が，8，498俵の羊毛と329俵の羊皮その他と混載されている。
　　　これに対して，羊毛単独の輸出船は多い。（B．Lubbock：Colonial　ClipPer（1924）P．317－
　　　E・Dunsdorfs：ibidi　P・170（琴）引用による）。
（113）オーストラリアの小麦は，主として帆船を利用していた。スエズ運河は，蒸気船の通過が大部
　　　分であった。1883年，オーストラリアの対イギリス商品の騰は運河を利用していたが，小麦は
　　　殆んど大圏航路を利用していた。（E．Dunsdorfs：ibid．　P．171）
（114）Gras：AHistory　of　Agriculture　in　Europe　and　America（1940）一日本訳本岡，三橋：
　　　アメリカ農業史74頁）
